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～ １．実証実験概要  ～ 

１ 

（１）実証実験の目的 

 岩見沢市民における公共交通の利便性向上のため、市内を運行する路線バスの問題点の解決、市民

ニーズに即したバスサービス水準の検討に向け、中央バス路線「栄町線」における最終時間帯の繰り下

げの実証実験を実施し、今後、岩見沢市内を運行する他バス路線における最終バス時間繰り下げの可能

性を検討することを目的とする。 

（２）実証実験期間 

 平成２８年１月８日（金）～２月２６日（金） 計８回 

 ※毎週金曜日のみ運行 

（３）実証実験の利用実態把握調査の対象 

 中央バス路線「栄町線」における運行車両の利用者を対象 

（４）実証実験の利用実態把握調査の方法 

 調査員が実証実験の車両に乗車し、利用者を対象にヒアリング調査を実施 

 総利用者数：４２人（平成２８年２月５日現在） 



～ １．実証実験概要  ～ 
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（５）周知活動実績 

実施 
日時 

周知活動 
項目 

対象 備考 

1/1 新聞報道 全市民 プレス空知 

1/4～ 
パンフレット 

回覧 
沿線町会 
住民 

利根別地区協
（4町会） 
東地区協 
（7町会） 
新東地区協 
（7町会） 

1/4～ 
広報いわみざわ
に記事掲載 

全市民 

1/6 新聞報道 全市民 
道新 

(朝刊空知面) 

1/6 
 ～8 

パンフレット 
配布 

中央バス岩見
沢ターミナル

利用者 
600通 

1/8～ 
市ホームページ

に掲載 
全市民 

1/13 
 ～15 

パンフレット 
配布 

JR岩見沢駅利
用者 

400通 

実証 
実験 
実施日 
※毎週金
曜日 

パンフレット 
配布 

中央バス 
「栄町線」 

21：30 
（岩タ発） 
の利用者 

24通 
※平成28年 
1月22日現在 



～ １．実証実験概要  ～ 
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（６）実証実験の利用実態把握調査の項目 

【目視判断】 

（１）利用区間 

（２）性別 

（３）年代 

 

【ヒアリング項目】 

（１）実証運行を知ったきっかけ 

（２）利用回数 

（３）利用目的 

（４）乗り継ぎ（乗車前） 

（５）実証運行前の交通手段 

（６）今後の利用意向 

（７）最終バス時間繰り下げについて 

（８）職業 

 



４ 

～  ２．実証実験対象路線  ～ 

中央バス路線「栄町線」 
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～  ３．調査結果（平成２８年２月５日現在）  ～ 

凡例 
 

   １０人以上 
   ４～９人 
   １～３人 

夜間バス実証実験結果 

総利用者数 ４２人 

運行便数 ５便 

便利用者数 ８．４人/便 

運行日 利用者数
(21:30) 

利用者数 
(22:35) 

2016/1/8 ５人 １０人 

2016/1/15 １０人 ５人 

2016/1/22 １０人 ７人 

2016/1/29 ８人 １１人 

2016/2/5 １０人 ９人 
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70歳代
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男

57%

女

43%

性別

(n=42)

６ 

◆性別は『男性』は約６割、『女性』は約４割となっている。 

◆年代は『20歳代』が約５割となっており、次いで『60歳代』が約２割となっている。 

◆職業は、『学生』が約４割、『会社員』が約３割となっている。 

～  ４．実証実験の利用実態把握調査結果（平成２８年２月５日現在）  ～ 



はじめて

83%

2回以上

17%

利用回数

(n=41)

◆実証運行を知ったきっかけは、「車内掲示」が約４割となっており、その他、「ビラ配り」 

 が約２割となっている。 

◆利用回数は「はじめて」が約８割、利用目的は全目的が「帰宅」となっている。 
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～  ４．実証実験の利用実態把握調査結果（平成２８年２月５日現在）  ～ 
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(n=42)
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◆実証運行前の交通手段は、『タクシー』が約７割、「自家用車（送迎）」が約２割となって 

 いる。 

◆「ＪＲ」からの乗り継ぎは約３割となっている。 

８ 

～  ４．実証実験の利用実態把握調査結果（平成２８年２月５日現在）  ～ 
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◆最終バス時間帯の繰り下げについて、「継続して欲しい」が９割以上となっている。また、 

 「他の曜日も運行して欲しい」が約６割となっている。 

※実証実験を希望する他の路線は、「かえで団地線」「三笠線」等が挙げられている 

◆今後の利用意向は、９割以上が利用すると回答している。 
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～  ４．実証実験の利用実態把握調査結果（平成２８年２月５日現在）  ～ 
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